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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
を
着
実
に
進
め
、
市
民

の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
市
長
の
給
料
を
減
額
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
市
長
の
給

料
の
減
額
期
間
を
、「
令
和
４
年

12
月
31
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
５

年
12
月
31
日
ま
で
」
に
改
め
、
１

年
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。
附
則

は
、
こ
の
条
例
の
施
行
期
日
を
令

和
５
年
１
月
１
日
か
ら
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

市
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

「
市
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
、

「
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
改
正
」
を
可
決

「
市
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
、

「
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
改
正
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」

　

の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決

討
　
論

必
ず
議
会
と
の
話
し
合
い
の
場
を

設
け
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

賛
成
（
自
民
・
無
所
属
の
会
）

　

市
長
は
１
年
前
、
議
会
に
相
談

し
た
上
で
、
再
度
、
減
額
条
例
を

上
程
し
ま
す
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
上
程
ま
で
に
、
話
し
合
い

の
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

春
日
部
市
長
の
給
料
の
額
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

今
定
例
会
に
お
い
て
、
特
例
の
期

間
が
延
長
と
な
る
条
例
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
質
疑
に
お
け
る
市
長
の

答
弁
で
は
、
令
和
３
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
議
第
19

号
議
案
の
附
帯
決
議
の
内
容
を
充

分
に
勘
案
し
て
提
出
さ
れ
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

市
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
対
す
る
附
帯
決
議

　

市
民
と
約
束
し
た
大
切
な
選
挙

公
約
で
あ
れ
ば
、
令
和
５
年
12
月

議
会
前
ま
で
に
、
必
ず
議
会
と
の

話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

企

業

誘

致

条

例

の

一

部

改

正

を

可

決

　

奨
励
措
置
の
対
象
者
の
指
定
要

件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
伴
い
、
奨

励
措
置
の
対
象
者
の
指
定
の
規
定

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
第
４
条
第

１
号
の
敷
地
面
積
を
、
３
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
に
改
め
ま
す
。
同
条

第
２
号
の
延
床
面
積
を
、
１
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
に
改
め
ま
す
。

　

附
則
第
１
項
は
、
条
例
の
施
行

期
日
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

と
す
る
も
の
で
す
。
附
則
第
２
項

は
、
条
例
の
施
行
日
前
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
と

経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

討
　
論

早
期
着
手
に
つ
な
げ
る
強
い
気
持
ち
で

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
し

賛

成
（

自

民
・

無

所

属

の

会

）

　

こ
の
条
例
改
正
で
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
庄
和
Ｉ
・
Ｃ
周
辺
の
12

号
区
域
の
企
業
立
地
を
、
効
果
的

に
、
加
速
度
を
付
け
て
進
展
さ
せ

る
こ
と
で
、次
に
行
わ
れ
る
赤
沼
・

銚
子
口
の
産
業
基
盤
整
備
事
業
等

に
つ
な
げ
る
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
先
１
年

後
に
訪
れ
る
再
検
討
の
際
の
延
長

か
、
ま
た
は
終
了
か
の
判
断
基
準

が
実
に
曖
昧
で
あ
り
、
我
々
議
会

側
と
の
意
思
の
疎
通
、
合
意
形
成

が
う
ま
く
図
れ
な
い
懸
念
と
疑
念

を
生
じ
さ
せ
る
答
弁
内
容
で
し
た
。

　

よ
っ
て
、
以
下
の
項
目
を
市
長
、

議
会
双
方
の
合
議
の
上
で
、
市
長

の
給
料
減
額
の
延
長
の
判
断
を
求

め
ま
す
。

１　

市
長
自
ら
給
料
減
額
期
間
延

長
の
理
由
説
明
を
紙
媒
体
等
で
、

全
市
民
に
届
く
よ
う
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
。
（
選
挙
公
約
等
の
文

言
を
入
れ
る
と
公
私
混
同
の
可
能

性
が
生
じ
る
の
で
、
文
言
の
使
用

に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
う

こ
と
）

２　

市
長
自
ら
給
料
減
額
期
間
終

了
条
件
と
し
て
掲
げ
た
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
の
生
活
様
式
が
、
構
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

３　

市
長
自
ら
給
料
減
額
期
間
終

了
条
件
と
し
て
掲
げ
た
市
内
の
医

療
提
供
体
制
が
、
円
滑
に
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

４　

市
長
自
ら
給
料
減
額
期
間
終

了
条
件
と
し
て
掲
げ
た
市
内
経
済

が
、
安
定
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と
。

５　

上
記
２
、
３
、
４
の
状
況
を

議
会
側
が
納
得
で
き
る
根
拠
（
定

性
性
情
報
及
び
定
量
性
情
報
）
を

議
会
側
に
提
出
し
、
令
和
５
年
11

月
６
日
ま
で
に
議
会
と
市
長
と
の

話
し
合
い
の
場
を
必
ず
設
け
、
給

料
減
額
期
間
の
延
長
、
ま
た
は
終

了
の
判
断
と
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

春
日
部
市
企
業
誘
致
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
疑

問
点
と
本
当
に
こ
の
条
例
改
正
を

も
っ
て
ど
の
く
ら
い
停
滞
し
て
い

る
庄
和
Ｉ
・
Ｃ
周
辺
の
12
号
区
域

の
企
業
立
地
を
進
め
て
い
く
の
か

部
長
の
答
弁
し
か
り
、
市
長
の
答

弁
か
ら
も
そ
の
意
気
込
み
は
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

せ
っ
か
く
こ
の
よ
う
に
要
件
を

緩
和
し
た
と
し
て
も
奨
励
措
置
期

限
を
設
け
な
け
れ
ば
、
目
に
見
え

る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
感
は
表
れ
て

こ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

残
念
な
が
ら
施
行
期
日
も
即
日
施

行
で
は
な
く
令
和
５
年
の
４
月
１

日
か
ら
の
施
行
と
、
施
行
期
日
一

つ
と
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
来
こ
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、

東
埼
玉
道
路
整
備
計
画
と
連
動
し

た
新
た
な
産
業
団
地
整
備
計
画
の

進
展
な
ど
に
も
対
応
す
る
た
め
行

う
も
の
な
の
で
、
取
り
組
み
に
あ

た
っ
て
は
効
果
的
、
か
つ
加
速
度

企
業
誘
致
条
例
の
一
部
改
正

に
対
す
る
附
帯
決
議
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 1 2 月 定 例 会 　 審 議 結 果市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

無

所

属

議案第 67 号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号 個人情報保護条例の全部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 69 号 選挙運動費用の公費負担に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 市長の給料の額の特例に関する条例の一部改正 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

的
な
促
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
条
例
改
正
に

お
い
て
、
12
号
区
域
の
更
な
る
企

業
立
地
、
ひ
い
て
は
赤
沼
・
銚
子

口
地
区
産
業
基
盤
整
備
事
業
等
の

早
期
着
手
に
繋
が
る
と
判
断
し
た

の
で
、
以
下
の
項
目
の
実
施
を
求

め
ま
す
。

１　

本
条
例
改
正
の
対
象
区
域
は
、

現
在
12
号
区
域
の
指
定
に
限
る
こ
と
。

２　

庄
和
Ｉ
・
Ｃ
周
辺
の
12
号
区

域
に
お
け
る
企
業
誘
致
促
進
を
図

る
た
め
、
今
回
の
３
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
１
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
へ
の
要
件
の
緩

和
に
よ
る
奨
励
措
置
に
は
期
限
を

設
け
て
限
定
的
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
。 

誘
致
促
進

に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
相
談
窓
口

を
一
本
化
し
、
住
民
の
安
全
確
保

等
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
指
導
を

行
う
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）

は
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
設
立

さ
れ
た
公
的
団
体
で
あ
り
、
地
域

の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業
機

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」の
適
用
除
外
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、
健

康
の
保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域

社
会
の
活
性
化
、
医
療
費
や
介
護

用
品
の
削
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
に
消
費
税
に
お

い
て
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
が
導
入

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

同
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
免
税

事
業
者
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
会
員

は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ

ー
は
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く

な
り
、
新
た
に
預
か
り
消
費
税
分

を
納
税
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
、
公
益
社
団
法
人
で
あ
る

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
収
支
相
償
が

原
則
で
あ
り
、
新
た
な
税
負
担
の

財
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

国
を
あ
げ
て
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
が
求
め
ら
れ
る
中
、
報
酬
よ
り

も
社
会
参
加
・
健
康
維
持
に
重
き

を
お
い
た
「
生
き
が
い
就
業
」
を

し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
対

し
て
、
形
式
的
に
個
人
事
業
者
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ

と
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
高
齢
者
の
や
る

気
、
生
き
が
い
を
削
ぎ
、
ひ
い
て

は
地
域
社
会
の
活
力
の
低
下
を
も

た
ら
す
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
新
た
な

税
負
担
は
ま
さ
に
運
営
上
の
死
活

問
題
で
す
。

　

消
費
税
制
度
に
お
い
て
は
、
小

規
模
事
業
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、

年
間
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万

円
以
下
の
事
業
者
は
消
費
税
の
納

税
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
少
額
の
収
入
し
か
な

い
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
手
取
り
額

が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
適

切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
適
用
除
外
と

す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
４
年
12
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆　

議　

院　

議　

長　

様

参　

議　

院　

議　

長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

総　

務　

大　

臣　

様

財　

務　

大　

臣　

様

厚
生
労
働
大
臣　

様

経
済
産
業
大
臣　

様

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

 第 ３ 回 （ 1 1 月 ） 臨 時 会 　 審 議 結 果
令和４年第３回（11 月）臨時会が 11 月 7 日（月）に開催されました。
市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！
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属

議案第 64 号 専決処分の承認を求める（令和４年度一般会計補正予算
（第６号）） （厚生福祉）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65 号 手数料条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 2
× 1

議案第 66 号 令和４年度一般会計補正予算（第７号）
（総　　務・
 厚生福祉・    
 教育環境）

原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
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属

議案第 71 号 税条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72 号 手数料条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 国民健康保険税条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 74 号 企業誘致条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 75 号 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 76 号 勤労者会館条例及び庄和勤労福祉センター条例の廃止 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 77 号 春日部消防署武里分署新築工事請負契約の締結 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号 財産の取得（新本庁舎備品（更衣室）） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 財産の取得（新本庁舎備品（倉庫、給湯室等）） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 80 号 財産の取得（新本庁舎ロールスクリーン等） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 81 号 指定管理者の指定（男女共同参画推進センター） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 82 号 令和４年度一般会計補正予算（第８号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 83 号 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 85 号 令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 86 号 令和４年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第２号）（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 88 号 令和４年度病院事業会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 89 号 令和４年度下水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 90 号 教育委員会委員の任命につき同意を求める〔岡田　新司氏〕（付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 （○：賛成　╳：反対）
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属

請願第  5 号 シルバー人材センターを「適格請求書等保存方式（インボイス
制度）」の適用除外にするよう国に意見書の提出を求める請願（厚生福祉）採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第  6 号 国民健康保険税の子どもの均等割の全額免除を求める請願（厚生福祉）不 採 択 × × × ○ × × ○ 1
× 2

請願第  7 号 国に「消費税を５％にする意見書」の提出を求める請願 （総　　務）不 採 択 × × × ○ × × ○ 2
× 1

請願第  8 号 国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）
中止の意見書」提出を求める請願 （総　　務）不 採 択 × × × ○ × × ○ 1

× 2

請願第  9 号 学校給食費の公的援助、無償化を求める請願 （教育環境）不 採 択 × × ○ ○ × ○ ○ 1
× 2

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 
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自
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新
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会

無

所

属

議第 26 号議案 議案第70号「春日部市長の給料の額の特例に関する条例の
一部改正について」に対する附帯決議 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

× 1

議第 27 号議案 議案第74号「春日部市企業誘致条例の一部改正について」
に対する附帯決議 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 28 号議案 シルバー人材センターを「適格請求書等保存方式（インボイス
制度）」の適用除外とすることを求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 29 号議案 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 30 号議案 知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 31 号議案 物価高に見合う生活保護基準の引き上げを求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ○ 2
× 1

議第 32 号議案 旧統一協会（世界平和統一家庭連合）に対し、宗教法人法
に基づく解散命令請求を直ちに行うことを求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

× 1

議第 33 号議案 「健康保険証の廃止」と「マイナンバーカード一本化」に
反対する意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ○ 1

× 2

議第 34 号議案 全国一律最低賃金を時給1,500円以上に引き上げることを
求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ○ 1

× 2


